
 

 

 

   

   



 

 

はじめに    

このたび、令和６年度和歌山県土砂災害啓発センターの年度報を刊行する運びとなりました。 

当誌は、令和６年度において、当センターが行った土砂災害に関する啓発活動、調査研究活動及び発

表実績等の成果をまとめたものです。 

当センターは、平成 23 年９月の台風 12 号による紀伊半島大水害を教訓に、そのような甚大な被害

を繰り返さないために土砂災害の記憶を後世に伝えるとともに、土砂災害に関する研究の拠点となるこ

とを目的に平成 28 年４月 24 日に開所しました。 

開所から８年を経て、令和６年９月５日、当センターは内閣府特命担当大臣（防災）及び国土交通大

臣から第１回 NIPPON 防災資産として優良認定をいただきました。啓発研修における紀伊半島大水害の

被災体験を手書きの紙芝居にした語り部活動による教訓の伝承や、県内外の多くの団体に対し啓発研修

を行うなどの積極的な取り組みが評価されたものです。 

当センターの取り組みが高く評価されましたことは、私ども職員の大きな自信と励みになりました。

設立、運営に携わっていただいた多くの皆さまのご尽力とご協力の賜であり、深く感謝申し上げます。 

和歌山県土砂災害啓発センターでは、引き続き防災・減災に資する啓発活動や調査研究活動を積極的

に行い、土砂災害による死者ゼロを目指し、職員一同更なる研鑽に努める所存です。 

今後とも、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

令和７年４月 

  所長 木村 洋郎     
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１ 令和６年度の和歌山県土砂災害啓発センター 

１－１ 主な出来事 

年月日 項目 備考 

令和６年５月 

１５日～１７日 

令 和 ６ 年 度 ( 公 社 ) 砂 防 学 会 研 究 発 表 会 ｢ 和 歌 山 大 会 ｣ 

(口頭発表３件、ポスター発表１件) 

 

令和６年８月 

１日～３１日 

「きいちゃんの夏期講習『土砂災害』」 P18 

令和６年９月 

５日 

第１回 NIPPON 防災資産優良認定 

                        ＜東京都＞ 

P30 

令和６年９月 

１０日～１１日 

第 64 回治山研究発表会･第 62 回治山シンポジウム     

(口頭発表 1 件) ＜東京都＞ 

 

令和６年９月 

１２日～１３日 

令和６年度近畿地方整備局研究発表会 (口頭発表２件)     

＜大阪府＞ 

 

令和６年９月 

２８日～２９日 

第 12 回土砂災害に関するシンポジウム（口頭発表１件） 

＜web＞ 

 

令和６年１１月

１５日～１６日 

「ふれあい土木展２０２４」（ブース出展）        

＜大阪府＞ 

P27 

令和６年１１月

１６日～１７日 

第 55 回（2024 年度）地域安全学会研究発表会（秋期） 

（口頭発表１件）＜静岡県＞ 

 

令和６年１１月

２３日～２４日 

令和６年度砂防学会関西支部 砂防オープンゼミ 

（口頭発表１件）＜県土砂災害啓発センター＞ 

 

令和６年１２月 

５日～６日 

令和 6 年度 国土交通省 国土技術研究会（口頭発表１件）  

＜東京都＞ 

 

令和７年３月 

１２日～ 

展示スペースへのデジタルサイネージ導入 P31 
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１－２ 来館者の状況 

和歌山県土砂災害啓発センター（以下、「啓発センター」）の令和６年４月から令和７

年 3 月末までの来館者数は１５，５８３人（対前年比８７％）で､前年度より２，３４７

人少なくなった。 

来館者数は、5 月のゴールデンウイークと 10、11 月の紅葉などの観光シーズンに多く 

なる傾向があり、曜日ごとの来館者数については、週末に偏りが見られた。  
 

年度別来館者数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
開館以来の年度別来館者数の推移は上表のとおりとなっており、本年度末までの来館

者数は 130,691 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間 来館者数（人） 

平成 28 年４月から平成 29 年 3 月  11,167 

平成 29 年 4 月から平成 30 年 3 月  11,998 

平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月  19,579 

平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月  19,575 

令和 2 年 4 月から令和 3 年 3 月  10,058 

令和 ３年 4 月から令和４年 3 月  11,971 

令和 ４年 4 月から令和５年 3 月  12,829 

令和 ５年 4 月から令和６年 3 月  17,931 

令和 ６年 4 月から令和７年 3 月  15,583 

計 130,691 
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１－３ 館内展示物 

１－３－１ 玄関ホール・展示スペ－ス 

玄関ホール・展示スペースでは以下の展示を行っている。 

① 那智川流域の地形模型 

② 啓発センター紹介動画 

③ 被災体験紙芝居上映（英語字幕版有り） 

④ デジタルサイネージ 「和歌山県の地形・気候・地質」 

「繰り返される土砂災害、紀伊半島大水害」 

   「紀伊半島大水害による被災状況」 

「土砂災害とは」 

「土砂災害を防ぐための対策」 

「台風や大雨の際は、土砂災害が発生しやすくなっている 

ため注意が必要です」 

⑤ 土砂災害警戒区域等の 360°動画 

⑥ 土石流模型装置（国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所より貸与） 

⑦ 防災ＲＰＧ体験コーナー 

⑧ 防災学習感想文 

⑨ 修景工模型（井筒建設株式会社寄贈） 

 

  

① 那智川流域の地形模型 ② 啓発センター紹介動画 
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③ 被災体験紙芝居上映 ④「和歌山県の地形・気候・地質」 

  

④「繰り返される土砂災害、紀伊半島大水害」 ④「紀伊半島大水害による被災状況」 

  

④「土砂災害とは」 ④「土砂災害を防ぐための対策」 
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④「台風や大雨の際は、土砂災害が発生し 

やすくなっているため注意が必要です」 

⑤ 土砂災害警戒区域等の 360°動画 

  

⑥土石流模型装置 ⑦ 防災 RPG 体験コーナー 

 

  

⑧  防災学習感想文 ⑨  修景工模型  
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【被災体験紙芝居の概要】 

夫婦と娘の３人家族が洪水に見舞われ、最初は 3 人で家のトユに捕まっていたが耐えきれず、隣の建物に移ろうと濁流に

飛び込み流された。その後母親はフェンスに捕まり、娘は屋根に登って九死に一生を得たが、父親は遺体で発見された。 

濁流に流されないよう必死に家の

トユに捕まっている場面 

那智川の様子を見に行く場面 

娘の無事を確認し涙を流す場面 
濁流に流されたが舗道のフェンス

で助かった場面 
濁流に飛び込み流された場面 
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１－３－２ 研修室 

研修室は、研修に使用するほか、研修の無い時は啓発動画６本「土砂災害を、考え 

る」、「紀伊半島大水害豪雨」、「深層崩壊 発生メカニズムを探る！」、「土砂災害啓発 

センターってどんなところ？」、「後世に伝える災害の記憶-西牟婁編-」「防災減災コン 

テスト 防災学習砂場」を順次上映している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土砂災害を、考える 
紀伊半島大水害 豪雨 

～平成２３年台風１２号、新宮市映像の記録～ 

深層崩壊 発生メカニズムを探る！ きいちゃんと学ぶ 

土砂災害啓発センターってどんなところ？ 

きいちゃんと学ぶ 

-後世へ伝える災害の記憶-西牟婁編- 

防災減災コンテスト 防災学習砂場 

和歌山工業高等専門学校 
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１－３－３ 廊下（パネル展示） 

① 絵画 「市野々の宝」  

「笑顔最高市小」  

② パネル「避難指示で必ず避難」 

「危険なタイミングを知る」 

「安全な場所への避難行動」 

「安全な場所への避難行動」 

「災害が起こる前に安全な場所に避難」 

「危険な箇所を知る」 

「土砂災害の発生件数」 

 

 

 

 

 

この 2 枚の絵画は、平成 23 年 9 月の紀伊半島大水害で大きな被害を受けた那智勝浦町立市野々小学校の児

童たちによって、災害のあった翌年に描かれた。「公共のオープンな場でみんなに見てもらいたい」という市野々

小学校の依頼を受け、啓発センターにおいて展示を行っている。 

 絵画「市野々の宝」「笑顔最高市小」 

① 「市野々の宝」 ① 「笑顔最高市小」 
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②「災害が起こる前に安全な場所に避難」 ②「危険な箇所を知る」 

②「危険なタイミングを知る」 ②「安全な場所への避難行動」 
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②「安全な場所への避難行動」 ②「避難指示で必ず避難」 

②「土砂災害の発生件数」 
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２ 啓発活動 

２－１ 概要 

令和６年度は、行政関係、自治体や小学校、中学校等７９団体１，８９６名に土砂災

害に関する一般研修、防災学習を行った。令和６年度における受講団体は参考資料②と

して巻末に示す。 

５月、9 月～11 月で研修回数が多い傾向である。 
 

  
 

また、研修受講団体の帰属都府県及び組織種別を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

受講団体としては県内の団体が多く、受講組織については小中学校等教育関係が半数

以上を占めている。 
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令和６年度 月別研修回数
（回）

66

5
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1 1 1 1

研修受講団体帰属都府県

和歌山

東京

大阪

三重
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兵庫
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研修受講組織種別

小学校
中学校
行政関係
教育関係
自治会等
政府機関
老人クラブ
警察・消防
民児協
その他学校
議員
防災関係
高等学校
慈善団体
その他
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研修内容については、 

・啓発センターについて 

・土砂災害の概要及び予兆について 

・紀伊半島大水害について 

・深層崩壊について 

・土砂災害警戒区域について 

・早期避難の重要性について 

・ハザードマップについて 

・災害後の取り組みについて 

・紀伊半島大水害被災体験紙芝居 等 

を団体の種別や要望を確認し、適宜組み合わせた研修を実施している。 

 

  

 

有田川町修理川老人クラブ すさみ町田中区 

橋本市立橋本小学校 那智勝浦町立下里小学校 
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２－２ 防災学習の実施状況 

啓発センターでは、地元の小学校等と連携・協働し、発達段階に応じて子どもたちが

「自分ごととして考え・行動できる」ことを学習目標に、さらに児童への防災学習を進め

る中で児童から家庭へ、さらには地域へ防災意識が広がることを期待し、下記の 1）～5)

に配慮し積極的に防災学習に取り組んでいる。 

1) 出前授業 

啓発センターでの授業だけでなく、学校への出前授業を実施 

2) 学校・地域に合わせた教材の作成 

学校区のハザードマップ等、学校周辺に合った教材の作成 

3) さまざまな実験・現地体験 

児童・生徒が興味をもつような各種実験・現地体験の実施 

4) 年齢に合わせた学習 

小学校低学年から中学生まで学習段階に合わせた授業の実施 

5) 授業内容・時間の柔軟性 

授業内容・時間は、教員との打ち合わせにより調整し決定 

 

積極的な出前授業、修学旅行メニューへの組み込み、発達（学習）の段階に応じた防

災学習等にきめ細かく取り組んでいる。 

防災学習の実施状況 

AR 砂場を用いた体験学習 出前授業の様子 砂防えん堤の見学 

土石流模型装置を用いた学習 学校周辺の現地見学 ハザードマップを用いた学習 
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令和６年度は実施校２６校、防災学習を計３３回実施した。過去の実施実績は以下の

表に示す。 

 
防災教育の実施の有無については教員個人に委ねられていることが多いが、那智勝浦町

では紀伊半島大水害以降、国土交通省 近畿地方整備局 大規模土砂災害対策技術センター

（以降、大規模土砂災害対策技術センターと言う）が行った試行学習に取り組み、その

後、啓発センター、各学校、町教育委員会、町防災部局との組織的な体制で継続的に防災

教育ができている。また、日高川町では、デジタルコンテンツを用いた防災教育をきっか

けに、町教育委員会がイニシアチブを取り組織体制で防災教育を実施している。 

このような組織的な取組が他の市町村でも広がるよう、啓発センターでは市町村の教育

委員会や防災部局に対して働きかけを行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

取組のイメージ 

また、校長会や教頭会等においても、啓発センターの防災教育の取組みについて、随時

説明を実施している。 

 

その他関係機関 

土砂災害啓発センター 

市町村役場 
連携 
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２－３ 防災学習の内容と主な特徴 

啓発センターは相談のあった学校毎に担当教員と打合せを行い、児童たちの興味・関

心を引き出すことをねらいに、実験・体験を多く組み入れ発達段階に応じた学習メニュー

を提案し授業を組み立てている。 

（１）児童が土砂災害をイメージしやすい学習 

 土砂災害に関する地質について、那智勝浦町周辺に分布する風化前後の花崗岩

類を児童自身が金槌で叩いたり手でわったりすることで、風化後の花崗岩類の

「もろさ」を学習する。 

 土砂災害発生の要因となる降水について、土を固めて作った「山」に噴霧器に

より「降雨」を継続的に当てることで「山が崩れる」様子を学習する。 

 土砂災害発生後の地形変化について、山と谷を模した模型の上部に配置した土

で堆積土砂を示し、噴霧器等により「降雨」を継続的に当てることで土石流が

発生し、谷の出口で土石流が堆積して扇状地ができる様子を学習する。 

 

 

（２）教科書に沿った学習 

 小学校 5 年生の理科で学習する「流れる水の働きと土地の変化」に関連した内

容として、水流によるしん食・運ぱん・たい積により、河川の流路が形成する

仕組みを学ぶことや、紀伊半島大水害では河川内に土砂が急激にたい積し河川

の水位が急上昇して氾濫したこと等、「災害」と「流れる水の働きと土地の変

化」が関係することを学習する。 

 6 年生で学習する「土地のつくりと変化」とあわせた土砂災害との関係性や、啓

発センター近くの砂防えん堤の裏の確認等、フィールドを生かして学習する。 

山が崩れる（実験） 土石流と扇状地（実験） 
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（３）啓発センターの実験装置 

 土石流模型装置の実験により砂防えん堤のはたらきについて学習をする。ま

た、流れる水の働きの実験により、土砂災害の発生との関係について理解を深

める。 

（４）啓発センター作成のハザードマップでの学習 

 土砂災害は突発的に発生し、土砂の移動は速く、衝撃力が強いことから家屋の

中にいても被災する。このことから自宅にどのような災害の危険性があるかを

知り、早めの避難に繋げるために、ハザードマップ・防災マップにより土砂災

害のおそれのある箇所を理解する。 

 学校毎（地区毎）に作成したハザードマップで、児童が自宅を確認し、土砂災

害のおそれがあるか、早めの避難をどうするか等の学習に取り組んでいる。 

 また、児童がこの資料を家に持って帰り、家族や保護者の方と話をすることも

期待している。 

 出前授業では、学校に啓発センター職員が訪問する点を生かし、教室での学習

流れる水の働きと土地の変化の授業 砂防えん堤現地調査 

土石流模型装置や流れる水の働きの実験 
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や実験に加えて学校近隣の土砂災害のおそれのあるところをハザードマップを

見ながら一緒に歩き、日頃から危ないところはどこか、土砂災害のおそれのあ

る箇所はどのようになっているかも学習する。 

 

 

 

（５）防災デジタルコンテンツを用いた学習 

 子どもたちが自らゲームを行う『防災 RPG』や、等高線がリアルタイムで変化

することで地形を理解する『AR 砂場』等を活用することで土砂災害に関する知

識を身につける。 

 

 

  

ハザードマップを活用した授業 フィールドワーク 

防災 RPG を活用した授業 AR 砂場を活用した授業 



 

18 

 

２－４ 夏休み企画 

夏休みの期間中に小学生以上の親子連れをターゲットに企画を行っており、令和６年

度は８月 1 日から３1 日間、「きいちゃんの夏期講習『土砂災害』」と題して、紀伊半島大

水害や土砂災害のことを分かりやすく説明したパネル展示を行った。 

理解度確認テストに回答して頂いた参加者には SABO カードと砂防えん堤のペーパー

クラフトを配付した。（参加者数 62 名） 
 

 

きいちゃんの夏期講習（展示パネル） 
 

 

 

 

 

 

  

展示全景 展示の様子 

きいちゃんの夏期講習『土砂災害』 和歌山県のすがた 土砂災害ってなんだ？ 
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紀伊半島大水害（台風 12 号と大雨） 紀伊半島大水害（写真をみよう） 土砂災害から身を守るためには？ 

砂防えん堤ってなんだ？ くりかえされる土砂災害 自然災害伝承碑ってなんだ？ 
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２－５ 紀伊半島大水害被災体験紙芝居 

啓発センターと連携して啓発活動を行っている久保榮子さんの紙芝居が、令和６年 

１１月２３日に１００回目を迎えた。 

紀伊半島大水害の被災者である久保榮子さんは、ご自身の被災体験に加えて地域の

方々に聞き取りした被災体験を紙芝居にまとめ、教訓を伝えることで、町内外問わず地域

の防災意識の向上に貢献する活動を続けている。 

 

 

 

紙芝居講演一覧（令和６年度末現在） 

 

地域の方々の被災体験の紹介 100 回記念を迎え聴講団体から 
花束の贈呈 
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23 

 

２－６ 関係機関と連携した防災学習 

（１）大規模土砂災害対策技術センターとの連携 

紀伊半島大水害が発生した９月に合わせて那智勝浦町立市野々小学校で行われて

いる「市小防災の日」において講演を行った。 

大規模土砂災害対策技術センターからは、ドローンの実演や能登半島地震での

TEC-FORCE の活動について説明を実施した。 

啓発センターからは、令和６年能登半島地震での避難所支援体験について講演し

た。 

 

 

（２）国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所との連携 

田辺市立鮎川小学校５年生を対象として、土砂災害啓発センターから熊野地区の

地形の特徴や、紀伊半島大水害の際に発生した深層崩壊と天然ダムのなりたちにつ

いて授業を行った。 

その後、紀伊山系砂防事務所から、現地の工事の状況やその効果について説明を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大規模土砂災害対策技術センター 啓発センター 

授業の様子 
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２－７ その他 

２－７－１ ホームページ 

啓発センターのホームページでは、土砂災害に関する情報、啓発活動の内容や様子

を掲載している。 

また、啓発センター紹介動画「きいちゃんと学ぶ 土砂災害啓発センターってどん

なところ？」や、災害伝承碑の紹介動画「きいちゃんと学ぶ 後世へ伝える災害の記

録」等、計１２作品をユーチューブにて配信している。 

なお、令和６年度における主なホームページ更新内容は参考資料③として巻末に示

す。 

 

２－７－２ 土砂災害防止月間 

毎年 6 月は「土砂災害防止月間」であり、啓発センターでは展示スペースに垂れ幕

及び館外に幟（のぼり）の掲出を行っている。 

 

  

トップページのメニュー 啓発センターの概要 
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３ 調査・研究 

３－１ 研究活動 

啓発センターの 2 階には大規模土砂災害対策技術センターが入所し、大規模土砂災害

対策研究機構と連携を図りながら土砂災害に関する研究活動を行っている。 

 

大規模土砂災害対策技術センター 

紀伊半島に甚大な被害をもたらした平成 23 年 9 月の紀伊半島大水害から令和６年 

で 1３年が経ち、近畿地方整備局が和歌山県那智勝浦町に開設した大規模土砂災害対 

策技術センターでは、啓発センターを含め、関係機関と連携しながら、大規模土砂災 

害に関する調査・研究、対策技術の開発を進めている。 

 

大規模土砂災害対策技術センター 

（URL : https://www.kkr.mlit.go.jp/kiisankei/center/index.html ） 

 

 

 

３－１－１ 発表実績 

啓発センター職員は大規模土砂災害対策技術センターの職員と同じフロアで活動し

ており、指導を受けながら調査研究を行うことで技術力の向上に努め、研究成果を学会等

で発表している。以下に令和６年度の研究発表の実績を示す。 

 
 

年月 学会名 題名 著者・共著者 

令和６年 5 月 

令和６年度（公社） 

砂防学会研究発表会 

「和歌山大会」 

プログラミング学習を取り入れた

土砂災害防災学習の実践 

峐山雄亮 稲田健二 筒井和男 有田貴

洋 谷口晃祥 片嶋将人 辻原治 

小学校理科と土砂災害を組み合わ

せた総合的な学習の実践 

峐山雄亮 稲田健二 筒井和男 有田貴

洋 

災害伝承碑紹介動画の制作とその

活用について 

有田貴洋 中村豊 稲田健二 筒井和男

峐山雄亮 佐藤純子 

土石流による地形変化の検証と侵

食量に着目した土石流予測計算 

筒井和男 齋藤隆志 

令和６年９月 

第 64 回治山研究発表

会･第 62 回治山シンポ

ジウム 

ステレオカメラを活用した支障木

調査の一考察 

中村豊 峐山雄亮 嶋田圭悟 稲田健二 

第 12 回土砂災害に関す

るシンポジウム 

小学校の学習教科等に防災教育を

取り入れた学習の実践 

稲田 健二 峐山 雄亮 辻原 治 筒井 

和男 有田 貴洋 坂口 隆紀 

令和６年度近畿地方整

備局研究発表会 

和歌山工業高等専門学校と連携し

た土砂災害防災学習教材の開発 

峐山雄亮 有田貴洋 

有田川水害における災害教訓伝承

の取組みについて 

中村豊 有田貴洋 
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３－１－２ ステレオカメラを活用した支障木調査の一考察 

工事の支障木調査の労力軽減を図るため、写真から胸高直径を読み取ることを検討

した。その折り、カメラから対象木までの距離が必要となってくる。その距離につい

て手作りのステレオカメラを用いて算出することとし、得られた写真から簡易的に胸

高直径を算出するため、30cm の被写体で、１ｍから１０ｍまで、１ｍ間隔で 10 回

撮影し、写真のデータ（焦点距離と対象のピクセル数）から対象の幅を算出した結

果、29.54cm～30.18cm となった。 

よって、幹材積表（2cm 括約）による材積の算出には許容の範囲内と判断し、実

際に林地にて実用性を確認した。 

今後は、樹高の算定を検討し、材積調査の省力化を完成したい。 

    

 

 

 

 

 

 

年月 学会名 題名 著者・共著者 

令和6年11月 地域安全学会 

中山間地域の小学校での土砂災害

防災リテラシー向上のための AR 技

術を活用した防災教育の取り組み 

筒井和男 辻原治 田中勇摩 山添成毅 

有田貴洋 岸畑明宏 峐山雄亮 稲田健

二 

令和6年12月 国土技術研究会 
和歌山工業高等専門学校と連携し

た土砂災害防災学習教材の開発 

峐山雄亮 有田貴洋 

令和６年度（公社）砂防学会研究発表会
「和歌山大会」 

令和６年度近畿地方整備局研究発表会 

実験風景 手作りステレオカメラ 
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３－１－３ ダイナミック防災すごろく（避難所編）の取組 

和歌山工業高等専門学校と連携し、ゲーム感覚で防災知識の取得が出来る教材を作

成した。 

エクセルを利用したパソコン上で行うすごろくゲームで、4 人まで参加でき、事前

に避難所生活で必要なアイテムを一定数選択し、マス目に書かれた避難所での出来事

に対応して不足するアイテムはミニゲームやクイズで獲得し、ゴール時のポイントを

競う。 

本取組は、国土交通省近畿地方整備局近畿技術事務所で行われた「ふれあい土木展

2024」に紀伊山系砂防事務所の協力によりブース出展し、一般参加者に体験して頂

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ダイナミック防災すごろく表示画面 １ 

ダイナミック防災すごろく表示画面 ２ 
「ふれあい土木展 2024」の出展の様
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３－２ 現地調査 

３－２－１ 県内調査 

和歌山県内で発生した土砂災害（地すべりに起因する道路災害も含む）について、

県や市町村からの依頼に基づき実施する大規模土砂災害対策技術センター職員による

現地調査に同行し調査を行った。以下に令和６年度の県内調査の実施状況を示す。 

 

 

 

３－２－２ 県外調査 

令和 7 年 3 月に大規模土砂災害対策技術センターによる令和６年能登半島地震及び

豪雨災害の現地調査に同行し調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

年月 路線・箇所名 事業実施主体 事業区分 

令和６年 ５月 かつらぎ町道四邑 13 号線(かつらぎ町星山地内) かつらぎ町 道路 

令和６年 7 月 日高川町道大又藤野川線（日高川町大又地内） 日高川町 道路 

令和６年 ９月 田辺市道三栖６７号線（田辺市下三栖地内） 田辺市 道路 

令和６年１０月 主要地方道美里龍神線（紀美野町上ケ井地内） 和歌山県 道路 

令和６年１０月 紀美野町道上ヶ井東原線（紀美野町上ケ井地内） 紀美野町 道路 

令和６年１１月 紀の川市道荒見北山線及び市道尾嶋大岩線（紀の川市荒見地内） 紀の川市 道路 

令和６年１２月 みなべ町道西中村広畑線（みなべ町東岩代地内） みなべ町 道路 

みなべ町東岩代地内 田辺市下三栖地内 

輪島市町野町：牛尾川 輪島市町野町：寺地川 
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３－３ 砂防現地研修の開催 

令和６年１０月に、県土木技術職員を対象とした土砂災害に関する研修を開催し、現

地研修として国土交通省が各地方整備局の職員を対象に例年実施している「国総研併

任プログラム」に大規模土砂災害対策技術センターと紀伊山系砂防事務所とともに参

加した。 

 

 

 

 

  

土砂災害研修を実施している様子 土石流の実験をしている様子 

国総研併任プログラム座学の様子 水路断面を計測する県土木技術職員 
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４ NIPPON 防災資産 優良認定 

啓発センターが、これまでに取り組んできた啓発活動が評価されて、第１回 NIPPON

防災資産に優良認定された。  

 

「認定のポイント」 

 平成 23 年紀伊半島大水害の被災者が自身の被災体験で学んだ教訓を伝承するため、

手書きの紙芝居を製作する等の工夫を凝らした、多くの語り部活動が実施されてい

る。 

 県内外の自治会や自主防災組織、行政団体等を対象とした団体啓発研修等への積極的

な取組が行われている。 

 

「NIPPON 防災資産とは」 

地域で発生した災害の状況を分かりやすく伝える施設や災害の教訓を伝承する活動等

を、「NIPPON 防災資産」として内閣府特命担当大臣（防災）、国土交通大臣が認定する、

令和 6 年 5 月に新たに創設された制度 

                      

  

認定式 団体啓発研修の様子 
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５ その他 

令和７年３月１２日に、デジタルサイネージ（65 インチディスプレイ６基）を１階展

示スペースに導入した。 

導入に当たり常設展示パネル 8 枚について、データ更新やレイアウトの見直しを行い

6 枚に集約した。 

また、日本語版に加えて、英語版、中国語版をタッチパネルで切り替えが出来る様に

した。 

今後は、展示用コンテンツの充実を図り多彩な啓発活動を展開していく予定である。 

 

 

 

 

 

 

  

タッチパネル（言語切り替えボタン） 日本語版 

英語版 中国語版 
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６ 参考資料 

参考資料① 

和歌山県土砂災害啓発センターの概要 

 

１ 組織 

１－１ 機構と所掌事務 

和歌山県土砂災害 
啓発センター所長      啓発センター職員  

             土砂災害にかかる調査、研究に関すること 
             一般研修、防災学習に関すること 
             土砂災害防止の啓発・ＰＲに関すること 
            土砂災害啓発施設管理員 
             施設維持管理に関すること 
             来客対応に関すること 
             研究資料の整理に関すること 
            那智勝浦町職員（会計年度任用職員）  
             研修に関すること 
             観光振興に関すること 

 

１－２ 職員構成 

令和６年度 

採 用 区 分 土木職 林学職 
会計年度任

用職員 

那智勝浦町

職員(会計年

度任用職員) 

計 

所 長 1 0 0 0 1 

副 主 任 0 1 0 0 １ 

主 査 1 ０ 0 ０ 1 

副 主 査 1 0 ０ ０ １ 

土砂災害啓発施設管理員 0 0 1 0 1 

事 務 員 0 0 0 2 2 

計 3 1 1 2 7 
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１－３ 職員名簿 

令和６年度  
 氏   名 

所      長 稲田 健二 

副 主 任 中村 豊  

主 査 峐山 雄亮 

副 主 査 嶋田 圭悟 

土砂災害啓発施設管理員 宮原 芳宏 ※1   

事 務 員 （ 平 日 ） 田中 瑠依 ※2 

事務員（土・日・祝） 濵  龍児 ※2 

※1 会計年度任用職員 

※2 那智勝浦町職員（会計年度任用職員） 

 

２ 施設 

所在地 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町大字市野々3027-6 

○木造２階建て 

○延床面積 492 ㎡ 

１階 展示スペース 61.69 ㎡、事務室 23.41 ㎡、研修室１ 40.58 ㎡、 

研修室２ 40.58 ㎡、資料保管室 17.39 ㎡ 

２階 研究室 87.11 ㎡、控室 11.18 ㎡ 

紀伊山系砂防事務所那智勝浦監督官詰所 34.78 ㎡ 

○総事業費 約２億 4000 万円 
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展示スペース              研修室 １，２ 

 

 

 

３ 開館時間・休館日 

○ 開館時間 ９時から 12 時 

          13 時から 17 時 

○ 休館日  年末年始 
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参考資料② 

令和６年度団体研修一覧表 

回 開催日 団体名 学年 人数 都道府県 
研修 
時間 

研修会場 

1 4 月 18 日 南大居いきいきサロン  15 和歌山 1:00 啓発センター 

2 4 月 22 日 国土政策技術総合研究所砂防研究室  3 大阪 1:00 啓発センター 

3 4 月 26 日 国土交通省近畿地方整備局河川計画課  4 大阪 0:30 啓発センター 

4 5 月  9 日 みなべ町立高城中学校 １年生 8 和歌山 1:50 中学校 

5 5 月 10 日 陸上自衛隊第 3 師団司令部  22 兵庫 1:00 啓発センター 

6 5 月 10 日 西日本高速道路（株） 

関西支社和歌山高速道路事務所 

 5 和歌山 0:40 啓発センター 

7 5 月 12 日 和歌山大学南紀熊野サテライト  16 和歌山 1:00 啓発センター 

8 5 月 17 日 砂防学会 和歌山大会 現地研修会  42 東京 0:45 啓発センター 

9 5 月 17 日 国際航業株式会社  20 東京 0:20 啓発センター 

10 5 月 23 日 和歌山県東牟婁振興局  14 和歌山 1:00 啓発センター 

11 5 月 31 日 田辺市立上芳養中学校 １～３年生 40 和歌山 1:50 中学校 

12 6 月  2 日 すさみ町田中区  26 和歌山 1:00 啓発センター 

13 6 月 3 日 田辺市立本宮中学校 １・２年生 39 和歌山 0:45 啓発センター 

14 6 月 12 日 那智勝浦町消防本部  6 和歌山 1:00 啓発センター 

15 6 月 13 日 日高川町立中津小学校 ４・５年生 17 和歌山 0:45 小学校 

16 6 月 14 日 和歌山県立日高高等学校附属中学校 2 年生 37 和歌山 1:00 中学校 

17 6 月 19 日 那智勝浦町消防本部  7 和歌山 1:00 啓発センター 

18 7 月 5 日 日高川町立江川小学校 ５・６年 10 和歌山 1:35 小学校 

19 7 月 7 日 和歌山県新宮市高田区  30 和歌山 1:00 高田 

交流センター 

20 7 月 10 日 日高川町林業研究会  7 和歌山 1:00 啓発センター 

21 7 月 12 日 天理市檜垣町自治会  9 奈良 1:00 啓発センター 

22 7 月 20 日 和歌山県 

危機管理部危機管理局災害対策課 

 3 和歌山 1:00 啓発センター 

23 7 月 30 日 自由民主党北区新時代の会  6 東京 1:00 啓発センター 

24 8 月 1 日 鳥取県議会 地域県土警察常任委員会  10 鳥取 1:00 啓発センター 

25 8 月 6 日 田辺市立龍神中学校 1 年生 16 和歌山 2:30 啓発センター 

26 8 月 23 日 防災サークル wakayama will  4 和歌山 1:30 啓発センター 

27 9 月 5 日 田辺市立大坊小学校 5・6 年生 9 和歌山 1:35 小学校 

28 9 月 8 日 新宮市御幸町内会  20 和歌山 1:00 仲之町サンタ

ウンホール 
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回 開催日 団体名 学年 人数 
都道府

県 
研修 
時間 

研修会場 

29 9 月 8 日 和歌山県教育委員会「中学生塾議」  50 和歌山 
4:30 和歌山県立情

報交流センタ
ーＢｉｇ・Ｕ 

30 9 月 13 日 那智勝浦町立下里中学校 1・2 年生 35 和歌山 1:00 啓発センター 

31 9 月 14 日 市小防災の日  50 和歌山 2:40 小学校 

32 9 月 17 日 紀の川市立麻生津小学校 2∼6 年生 20 和歌山 0:35 小学校 

33 9 月 19 日 那智勝浦町立太田小学校 4 年生 5 和歌山 1:00 啓発センター 

34 9 月 20 日 那智勝浦町立勝浦小学校 4 年生 43 神奈川 1:00 小学校 

35 9 月 24 日 那智勝浦町立下里小学校 4 年生 14 和歌山 1:00 啓発センター 

36 9 月 25 日 田辺市立大坊小学校 5・6 年生 9 和歌山 1:35 小学校 

37 9 月 26 日 那智勝浦町立勝浦小学校 4 年生 43 和歌山 2:30 啓発センター 

38 10 月 2 日 南紀ジオパーク推進協議会  11 和歌山 0:35 啓発センター 

39 10 月 3 日 田辺市立三栖小学校 4 年生 51 和歌山 4:00 啓発センター 

40 10 月 9 日 国土交通省近畿地方整備局 

大規模土砂災害対策技術センター 

 15 和歌山 1:30 啓発センター 

41 10月11日 那智勝浦町立色川小学校 3・4 年生 7 和歌山 1:20 啓発センター 

42 10月17日 那智勝浦町立市野々小学校 5 年生 4 和歌山 0:45 啓発センター 

43 10月19日 三輪崎地区民生委員児童委員協議会  80 和歌山 2:00 佐野会館 

44 10月22日 那智勝浦町立宇久井小学校 5 年生 25 和歌山 1:20 啓発センター 

45 10月28日 田辺市本宮赤十字奉仕団  10 和歌山 1:00 啓発センター 

46 10月31日 那智勝浦町立市野々小学校 6 年生 11 和歌山 0:40 啓発センター 

47 11 月 5 日 那智勝浦町市野々学童保育やたがらす  6 和歌山 1:00 啓発センター 

48 11 月 5 日 広川町立津木小学校 全学年 30 和歌山 2:35 小学校 

49 11 月 5 日 広川町立津木中学校 全学年 7 和歌山 1:30 中学校 

50 11 月 7 日 那智勝浦町立勝浦小学校 5 年生 43 和歌山 1:00 小学校 

51 11月12日 九度山町立九度山小学校 5・6 年生 33 和歌山 1:40 小学校 

52 11月14日 新宮市立丹鶴幼稚園  15 和歌山 0:45 幼稚園 

53 11月18日 三重県菰野町消防団  23 三重 1:30 啓発センター 

54 11月19日 日高町立江川小学校 全学年 47 和歌山 1:00 小学校 

55 11月20日 那智勝浦町市野々学童保育やたがらす  8 和歌山 1:00 啓発センター 

56 11月21日 那智勝浦町立下里小学校 6 年生 12 和歌山 1:30 啓発センター 

57 11月22日 橋本市立橋本小学校（1,2 年。3,4 年。5,6 年） 全学年 243 和歌山 6:45 小学校 

58 11月22日 近畿地方整備局地域河川課  3 大阪 0:30 啓発センター 

59 11月22日 和歌山市民生協  25 和歌山 0:30 啓発センター 
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回 開催日 団体名 学年 人数 都道府県 
研修 
時間 

研修会場 

60 11月23日 田辺市中屋敷サロン  15 和歌山 0:45 啓発センター 

61 11月26日 那智勝浦町役場  24 和歌山 1:00 那智勝浦町役場 

62 11月27日 県土整備部新採技術職員  18 和歌山 2:00 啓発センター 

63 12 月 4 日 宇久井中学校全校・宇久井小学校 6 年生 全学年 18 和歌山 0:50 中学校体育館 

64 12 月 6 日 新宮市下田地区見守りネットワーク  49 和歌山 1:30 下田児童館 

65 12月11日 和歌山県立星林高等学校 1 年生 50 和歌山 0:45 高等学校 

66 12月16日 串本町立潮岬小学校 5 年生 31 和歌山 1:00 小学校 

67 12月18日 宇久井熟年クラブ  25 和歌山 1:30 休暇村南紀勝浦 

68 12月20日 海南市教頭会  25 和歌山 1:00 海南市民交流

センター 

69 12月27日 第二なぎの木園 すみれ  16 和歌山 1:00 啓発センター 

70 1 月 17 日 印南町立清流中学校 全学年 30 和歌山 1:50 中学校 

71 1 月 28 日 修理川老人クラブ  15 和歌山 1:00 啓発センター 

72 1 月 28 日 和歌山地方気象台  4 和歌山 1:00 啓発センター 

73 2 月 26 日 日高町民生児童委員協議会  25 和歌山 1:00 啓発センター 

74 2 月 28 日 日本損害保険協会  2 東京都 1:30 啓発センター 

75 3 月  6 日 田辺市立鮎川小学校 5 年生 19 和歌山 0:45 百間山ｷｬﾝﾌﾟ村 

76 3 月 23 日 由良町  70 和歌山 1:00 由良町役場 

77 3 月 25 日 新宮市くろしお児童館  17 和歌山 1:15 くろしお児童館 

78 3 月 26 日 一般社団法人 国道技術研究センター  3 東京 2:00 啓発センター 

79 3 月 29 日 田辺市立芳養児童センター  17 和歌山 1:00 啓発センター 
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参考資料③  

令和６年度啓発センターホームページ更新一覧表 

更新日 更新内容 

令和６年 ５月１０日 土砂災害啓発センターの活動報告（４月） 

令和６年 ６月２４日 土砂災害啓発センターの活動報告（５月） 

令和６年 ７月 12 日 土砂災害啓発センターの活動報告（６月） 

令和６年 ８月 ５日 
ページ「和歌山県土砂災害啓発センターからのお知らせ」を新設し、夏休み企画の

周知 

令和６年 8 月 ９日 土砂災害啓発センターの活動報告（７月） 

令和６年 ９月 ６日 土砂災害啓発センターの活動報告（８月） 

令和６年 ９月 1７日 
お知らせページに「『和歌山県土砂災害啓発センター』が 第 1 回「NIPPON 防災

資産」の優良認定に選定されました！」を追加 

令和６年 1０月 １日 土砂災害啓発センターの活動報告（９月） 

令和６年 1１月２７日 
土砂災害啓発センターの活動報告（１０月）・防災学習の実施状況の直近を追加・

年度報 R3～R5 を追加 

令和７年 １月２１日 
土砂災害啓発センターの活動報告（１１月、１２月）・ホームページの構成等を調

整（各項目のページを分けてトップページメニューからリンクするようにした） 

令和７年 ２月 ７日 臨時休館のお知らせ（デジタルサイネージ導入工事） 

令和７年 ２月１７日 土砂災害啓発センターの活動報告（１月） 

令和７年 ３月１７日 土砂災害啓発センターの活動報告（２月） 

令和７年 ３月２７日 土砂災害啓発センター展示内容について 

 


